＜隔離…あなたに起こるでしょうか？＞
接触伝染病を患っている個人個人の隔離の取り組みは人間の歴史のいたるところでおこる。
旧約聖書はらい病の感染拡大を防ぐためにらい患者たちが隔離された集落に住むことを必要とされたことを教えてくれる。
最初の政府による隔離政策は、1300年にベネチアで腺ペストの感染を最小限にするために作られた。
チフスのメリーはもしかするとアメリカ合衆国で起きた隔離でもっとも悪名高いものかもしれない。
マリー・マロンは腸チフスの保菌者で、彼女の物語はChapter７に記述されている。
アンドリュー・スピーカ―の最近の事件では、再び強制的な隔離の問題が生じた。
結核の薬剤耐性菌の保菌者であるスピーカーは、帰国するためにイタリアに向かった。
スピーカーがアメリカ合衆国を去った後に、彼は疾病管理センターにイタリアに留まるように言われた。
彼は代わりにプラハとカナダを経由して、アメリカ合衆国に帰国することを選んだ。
彼は収監され、デンバー病院に隔離された。
彼は伝染病を感染させないと言われたと彼は主張した。
とはいうものの、しかし彼は海外旅行をしないように忠告されていたが、海外旅行をした。
当時彼は、伝染病を感染させなかったかもしれないが、しかし彼は自分が結核の薬剤耐性菌の保菌者であることを知りながら、海外旅行をすべきだったのか？


　マリー・マロンとアンドリュー・スピーカーの件は、もし一般大衆の健康が危機にひんしているならば、個人の市民的自由は否定されることができるかどうかという疑問を提起する。
その答えはおそらく保菌者の教育、一方、経済的な安全や公平な扱いのつり合いであろう。
もしマリー・マロンが同等の地位と収入の仕事を再教育されたとしても、最初の隔離から解放された後、彼女は料理人に戻ることはないかもしない。
もし疾病管理センターがアンドリュー・スピーカーにアメリカ合衆国に帰る方法を提案していれば、彼はイタリアに留まったかもしれない。

もしあなたが病院でマリー・マロンが用意した食事を食べたり、あるいはアンドリュー・スピーカーと一緒の飛行機に乗ったりしたら、あなたはどのような反応をしますか？
もし権力があなたの家族や友達や家からあなたを奪い取ったら、あなたはどのような反応をしますか？
　
　

